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調査に参加した対象者は、平均年齢 33.5±4.56 歳、助産院 31 名（ 13.3％）、産
婦人科クリニック 53 名（ 22.7％）、大学病院 149 名（ 63.9％）で各施設に通院し
ている合計 233 名から、今回の妊娠、分娩、産褥経過の記載されている診療録に
うつ病の既往歴の記載のない 222 名を対象とした。 4 回の調査に継続的に参加し
た 77 名の平均年齢 33.6±4.54 で 30 歳代が 66.2％を占め、 61.0％が有職者であ
る。年 33.4±4.54、 30 歳代 60.0%を占めており有職者は 20.0%と過去の出産経験
以外は調査全体の参加者とほぼ同様である。両方の集団とも妊娠各期および産後
の PDPI-R の平均点はカットオフポイントを超えたが、 EPDS の平均点は妊娠各期
および産後ともカットオフポイントを超えなかった。PDPI-R を従属変数として重
回帰分析を行った結果、初期は、初期に感じていた今回予定していなかった妊娠、






いても PDPI-R 得点の平均点はカットオフポイントを超え EPDS 得点の平均点はオ
フポイントを超えていない。重回帰分析の結果では初期の EPDS,今回望んでいな
かった妊娠が得点を上昇させている。中期では今回予定していなかった妊娠の相








































審  査 結  果 の  要  旨 
 
申請者の学位請求論文に対して平成 27 年 2 月 20 日に３名の論文審査委員によ
る審査委員会が開かれ、審査と最終試験を実施した。  
本研究は、医療機関に通院する妊婦を対象に、妊娠初期、中期、後期および産
後の４時点を設定し、出産後うつ状態予測尺度（ PDPI-R）と産後うつ病自己評価
票（ EDPS）を軸に、SF-36、ピッツバーグ睡眠質問票（ PSQR）および国際標準化身
体活動質問票（ IPAQ）を用い、妊娠期女性の抑うつの時系列的変化と要因を検討
することを目的としたものである。  
申請者が論文内容の要旨で指摘するように、 わが国の母子保健活動は少死化を
短期間に実現したが、一方で急速に進展した少子化を背景に、その活動の展開に
新たな課題を抱えている現状がある。妊娠・出産・子育てを取り巻く環境が社会
の変容に伴い大きく変化し、適切な支援体制づくりは母子保健・看護分野におけ
る重要な課題であり、産後うつリスクが妊娠中に把握できると母子保健活動に大
きく寄与する。わが国では EDPS の日本語版が開発されてから、育児不安や産後う
つ等のある母親を早期に発見し、助言・支援・家族調整等の支援を目的 とした行
政における母子保健施策にも活用され、EDPS による出産前後の集団比較、リスク
集団の縦断研究などと報告は多い。他方の PDPI-R は、早期にメンタルヘルス支援
を意図したもので、医療者と話し合いながら自己を振り返ることに利点があり、
海外では有効性を示す研究があるが、わが国では研究の蓄積が極めて少ない。本
研究は継続的に同一集団を対象に妊娠期のどの段階が有効であるかを両者で追跡
し比較したもので、その着目点は新規性のある研究と考える。  
審査委員で一致した総括的評価においては、産後うつを測定する二つの尺度の
変動の関連を捉え、抑うつの増強因子と軽減因子を明らかにする試みとして、各
期におけるそれぞれの集団および４期を連続した集団の 2 側面から比較検討を重
ね、成果として妊娠初期と産後での関連における課題を明確にした点について、
本研究の意義を十分に認定した。  
つぎに、論文審査において主に討議されたことがらをあげる。  
それぞれの尺度の意味するものとそれぞれの関連および結びつけるための要素
を明瞭にする過程と、分析方法で意図している目的と考察の関連が、論文の記述
において明確に提案されていない点が指摘された。研究段階で両者の有用性を比
較するのか、どの妊娠期のうつ状態が産後うつと関連が高いのかを探索するのか
の２点が、「抑うつの時系列的変化と要因」を追求することで混在化していること
に問題点の所在があることが議論となった。その議論と関連することであるが、
結果の意味するところが分かりにくく、考察にやや飛躍した意見が多々あり、論
文構成に工夫があると良いなどの点が審査員から指摘された。著者は助産師の専
門職として臨床・教育・研究活動の研鑽を積み重ねていることから、現象記述的
な部分での主張の記述が統計的指標の背景にまで及ぶ展開となることが指摘の要
因となるが、確率論的なそれとの調和を十分に取れる範囲での考察の必要性も審
査の中で討議された。いくつかの課題はあるが、長期にわたるデータ収集と多様
な統計手法に取り組み、妊娠期の抑うつ状態の発現に対して、関連因子を明確に
し、早期から支援に繋げようという試みは、審査において十分に審査委員に理解
ができ、本研究の成果を導入した観察研究を今後進めることの有用性もあわせて
期待できるものである。  
以上のことから審査委員会として本申請論文は看護学に貢献する意義ある研究
と評価し、論文審査と最終試験に合格と判定した。  
本論文は学位規定第 12 条に基づき博士（看護学）論文に値するものとして本学
看護学研究科委員会により学位の授与が認められた。  
